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高圧ガス関係事故及び高圧ガス関係事故及び
事故事例データベースについて事故事例データベースについて

平成２１年２月１３日平成２１年２月１３日

高圧ガス保安協会高圧ガス保安協会

情報調査部　事故調査課情報調査部　事故調査課

佐野　尊佐野　尊
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講演内容

1.組織と事業活動の概要

2.対象とする事故の種類と取扱う事故情報

3.事故情報の収集・整理に係る具体的取組

4.現状の問題点・今後の課題
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技術基準策定　　法律、自主規格、民間規格

検査・評価・認定　　圧力容器、高圧ガス設備

教育活動　　講習、セミナー、図書販売

資格試験　　製造保安責任者免状

研究開発　　ＬＰガス研究所、高圧ガス保安研

ＩＳＯ事業　　ＩＳＯ９０００、ＩＳＯ１４０００

情報収集　　事故情報等の収集、分類、提供

１．組織と事業活動の概要

☆主な活動
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法第一条（目的）
○高圧ガスの災害防止
・　高圧ガスの製造、貯蔵、販売、移動、消費、
容器の製造、取扱い等の規制
○保安に関する自主的な活動の促進
・　民間事業者及び高圧ガス保安協会

高圧ガス保安法と協会

◎公共の安全を確保することが目的

第一章　総則
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法第六十三条（事故届）

　第一種、第二種製造者、販売事業者、高圧　　
　　

　　ガス消費者、容器を取り扱う者等の届出義務

　２．対象とする事故の種類と
　　　取扱う事故情報

☆事故調査対象：高圧ガス事故

・高圧ガスの災害

・高圧ガス又は容器の喪失・盗難

☆対象とする事故の種類：
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事故の定義等

①爆発：設備等の爆発
②火災：燃焼現象が生じたもの
③噴出・漏洩：設備等からの高圧ガスの
　　　　　　　　　噴出・漏洩
④破裂・破壊等：設備等の破裂、破壊、破損
⑤喪失・盗難：高圧ガス又は高圧ガス容器の
　　　　　　　　　喪失又は盗難
⑥高圧ガス製造施設、容器等が危険な状態
　　となったとき
⑦その他 （設備等：高圧ガス設備等の略）

事故措置マニュアルより



2

7

☆目的：事故に伴う業務の迅速、適格な処理

事故措置マニュアル

内容

事故の定義等

事故の分類：被害状況による分類

事故が発生した場合における措置

発災事業者からの事故届を元に作成する

　「高圧ガス事故調査報告書」の様式、記載要領

◎本マニュアルにそって記述された
　　「高圧ガス事故調査報告書」が基本情報
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　３．事故情報の収集・整理に
　　　係る具体的取組

☆事故調査業務

①事故情報の収集、統計処理

②個別事故の事故調査

③事故事例データベースの製作

事故情報の周知、公開
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高圧ガス事故発生

①事故情報の収集、統計処理

全国４７都道府県、
原子力安全・保安院保安課

行政機関

発災事業者

メディア等

①月報作成
②事故年報作成

高圧ガス
保安協会

・発災状況、情報収集
・統計処理
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収集した情報の分類

事故区分 ： 製造事業所、移動、消費、その他
事故名称 ： 事故を的確に示す名称
発生日時 ： 災害発生日、盗難等発覚日
発生場所 ： 都道府県名
死傷者数 ： 死亡、重傷、軽傷の3段階
物質名 　： 酸素、水素、液化石油ガス等
現象 ： 爆発、火災、漏洩等、
業種 ： 石油精製、石油化学、一般化学等
事故原因 ： 設計不良、劣化･腐食、誤操作　等

統計処理、月報・年報作成
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高圧ガス事故月報

高圧ガス事故統計集計表
(最近10年間)【災害】

年 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20
月
１月 7 7 5 7 11 12 10 16 16 18 22

２月 6 5 8 6 8 10 5 8 13 18 28
13 12 13 13 19 22 15 24 29 36 50

３月 3 4 10 16 10 12 9 17 8 24 21
16 16 23 29 29 34 24 41 37 60 71

４月 4 5 8 5 12 9 13 9 13 15 18
20 21 31 34 41 43 37 50 50 75 89

５月 11 10 4 8 7 11 9 13 20 14 24
31 31 35 42 48 54 46 63 70 89 113

６月 8 6 14 9 10 15 21 13 15 35 28
39 37 49 51 58 69 67 76 85 124 141

７月 10 8 13 18 18 12 15 20 21 34 33
49 45 62 69 76 81 82 96 106 158 174

８月 11 9 8 13 17 13 15 21 26 29 30
60 54 70 82 93 94 97 117 132 187 204

９月 9 4 11 7 15 19 18 11 17 28 27
69 58 81 89 108 113 115 128 149 215 231

10月 6 10 5 11 11 12 21 14 15 24 14
75 68 86 100 119 125 136 142 164 239 245

11月 6 7 6 10 9 9 8 12 15 26 0
81 75 92 110 128 134 144 154 179 265 245

12月 9 4 7 12 10 12 13 11 14 22 0
90 79 99 122 138 146 157 165 193 287 245

合計 90 79 99 122 138 146 157 165 193 287 245

対前年比〔注2〕 ▲ 12.2 25.3 23.2 13.1 5.8 7.5 5.1 17.0 48.7 2.5

（10月
までの
統計デー
タ）
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高圧ガス保安法関係事故件数の推移
(最近６年間)【災害】
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13原因別における高圧ガス事故件数【災害】
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その他設備上（ハード）の事故 運転・操作上（ソフト）の事故
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高圧ガス事故発生

・発災状況、情報収集
・現場確認
（情報調査部）

・原因調査解析
（高圧ガス保安研究室）

①事故調査解析委員会　
②注意喚起等情報発信
③外部委員会に協力

②個別事故の事故調査

概要
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事故調査解析委員会

学識経験者、都道府県から構成

個別事故事例の審議

事故概要報告の審議

事故事例データベースの作成

概要

16事故概要報告の一例
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個別事故毎に設置される調査委員会

○協会に設置
・1995年　圧縮空気貯槽等破損事故調査
・2000年　スキューバ用アルミニウム合金製容
　　　　　　 器破裂事故調査
・2005年　京都府医療用超低温酸素容器の　
　　　　　　 爆発事故調査　　など

○協会外に設置
・都道府県
・発災事業者

協会がバックアップ
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③事故事例データベースの製作

掲載項目：

　事故区分、事故名称、発生日時 、

　発生場所、都道府県名、死傷者数、

　物質名、現象、業種、事故原因、概要

データ数：

　6379件（1965年～2007年）

概要(2008年版）
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事故事例ＤＢサンプル
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事業所への調査協力要請

４．現状の問題点・今後の課題

○高圧ガス保安協会の活動
◎事故調査事業の意義　

事業者の御理解、御協力を得つつ推進
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高圧ガス事故情報の収集、解析、蓄積、提供

情報の一元化及びサービスの提供
（基準、検査、教育、調査）

◎公共の安全確保

☆高圧ガス事故に関する協会の役割

まとめ
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ありがとうございましたありがとうございました

高圧ガス保安協会高圧ガス保安協会

情報調査部　事故調査課情報調査部　事故調査課

佐野　尊佐野　尊

EE--MailMail：：sanosano@@khkkhk.or..or.jpjp
事故統計・事故事例事故統計・事故事例

hhttp://www.ttp://www.khkkhk.or..or.jpjp/activities/incident_/activities/incident_investigation/index.htmlinvestigation/index.html
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